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論文の内容の要旨
　カタラーゼはすべての好気性生物がもっている酵素で，有害な活性酸素の1つである過酸化水素を分解し無毒
化する反応を触媒する。高等植物では，カタラーゼは遺伝子群を形成していて，イネやトウモロコシなどで3つ
の遺伝子が報告されている。本研究は，高等植物の進化に伴ってカタラーゼ遺伝子がどのように多様化してきた
か，ひいては高等植物の進化の過程を理解することを目的としている。
　まず，高等植物カタラーゼ遺伝子の進化の遇程について調べた。これまでに報告されているエキソンーイント
ロン構造の比較から，高等植物カタラーゼ遺伝子は7つのイントロンをもつ祖先遺伝子から由来し，進化の過程
で遺伝子の重複といくつかのイントロンの欠失を生じて現在の遺伝子群を形成したと推察された。一方，栽培イ
ネ0チッz08α左加のカタラーゼ遺伝子Cα姐では，レトロポゾンカーS㎜1由来と考えられるイントロンを持っていた。
レトロポゾンがイントロン化したことを示す報告は，これが最初である。イネ科植物のPCR解析から，ユ）オオ
ムギ，コムギなどのイチゴッナギ亜科に属する植物種はイントロンを持たないこと，2）力一S㎜ε1由来と思われる
イントロンはイチゴツナギ亜科の共通祖先種とイネの祖先種とが分岐した後に，イネの祖先種のCα姐に挿入され
たことが考えられた。
　次に，力一S㎜E1由来と思われるCα船のイントロン（力一S㎜E1推〃肋伽）によるイネ属植物及びその近縁種のCatA
の系統解析を行った。イネ属植物の解析の結果，力一S㎜1－1ikeintronは調べたAAゲノムを持つすべてのイネに含
まれていた。その他のゲノム型を有するイネではイントロンは含まれていなかった。かS㎜E1－1ikein杜onを含むPCR
産物の塩基配列を用いたCatAの分子系統樹から，AAゲノムイネのCatAはアジア／オセアニアのイネのCα払と
アフリカのイネのCα姐に分けられ，前者はさらに0．∫α肋αのCα姐とアジア／オセアニア野生イネのCα姐に分け
られた。また，イネ属植物の近縁種の解析から，近縁種のL鮒S｛α力鮒｛8れはアフリカ野生イネωo昭｛∫f舳｛舳施
Cl01214系統のものと同じ塩基配列をもつイントロンを含むことがわかり，力一S㎜E1－1ikeintronはイネ属と五8θ1曲
属が分岐する前にすでに挿入されていたものと推測された。
　さらに，Cα払の近傍領域の塩基配列についてホモロジーサーチを行い，すべてのイネ属植物のCα払の系統解
析を行う上で適した指標となる転移因子があるかどうか調べた。その結果，Cα姐の上流域中に転移因子の1つの
τo〃舳（τo〃7ゴ∫チーCα払）があることを発見した。この因子を解析したところ，ωo1破∫伽〃加α施を除くAAゲノムを
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有するイネではσ∫α肋αと同じ長さのτo〃桃κ舳が検出された。一方，ωo昭ゴ∫加〃加肋とAAゲノム以外のゲノ
ム型を有するイネでは，一部欠失したTouris←CatAを待っていた。分子系統樹を作成したところ，イネ属植物の
Cα船は4つのクラスタ』に分けられ，0．肋鉢加閉加肋と他の鮎ゲノムイネの間にイネ属植物共通祖先種のCα船
が位置付けられた。
　本研究から，c：α姐はイネ属植物の進化に伴って多様化してきたことが示された。また一方で，α姐の系統解析
から今までに明らかでなかったイネ属植物の進化の過程を示すことができた。
審査の結果の要旨
　カタラーゼは細胞内で有害な副産物として発生する過酸化水素を分解する酵素の1つで，生物にとって重要な
酵素である。また，この酵素は好気性生物に広く存在していることから，進化について調べる上で適したタンパ
ク質であるといえる。
　本研究では，エキソンーイントロン構造に注目して，高等植物カタラーゼ遺伝子の進化の過程について推測し
ている。また，イネカタラーゼ遺伝子CatAのイントロンや近傍領域に存在する2つの転移因子を指標として，イ
ネ属植物のcα払の系統関係について調べている。レトロポゾン由来と考えられるイントロンの存在を示唆したこ
とは，イントロンの起源を探る上で非常に興味深い。また，転移因子を指標としたC捌の系統解析の結果から，
イネ属植物の進化の過程について推察を加えている。これらの知見は高等植物のカタラーゼ遺伝子及びイネ属植
物の進化研究において，新しい視点を与えるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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